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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 開 閉 タ イ ミ ン グ を 制 御 で き る 吸 気 バ ル ブ 及 び 排 気 バ ル ブ と 、 気 筒 内 に 向 け て 燃 料 を 噴 射  
す る イ ン ジ ェ ク タ と を 備 え た 筒 内 直 噴 エ ン ジ ン の 冷 機 条 件 に お い て 、
　 排 気 行 程 の 終 期 に 、 前 記 排 気 バ ル ブ は 閉 じ て 吸 気 バ ル ブ が 開 い た 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ 生 成 領 域 を  
有 し て お り 、 前 記 排 気 バ ル ブ が 閉 じ た 状 態 で 前 記 吸 気 バ ル ブ が 開 き 始 め る と 同 時 に 前 記 イ  
ン ジ ェ ク タ に よ る 燃 料 噴 射 が 始 ま る よ う に 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と し た 、
筒 内 直 噴 エ ン ジ ン の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 排 気 バ ル ブ が 閉 じ き る の と 同 時 に 前 記 吸 気 バ ル ブ が 開 き 始 め て 、 前 記 イ ン ジ ェ ク タ に  
よ る 燃 料 の 噴 射 が 、 連 続 し た 状 態 で か つ 全 量 又 は 大 部 分 の 噴 射 が 前 記 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ 生 成 領 域  
に お い て 行 わ れ る よ う に 制 御 さ れ る 、
請 求 項 １ に 記 載 し た 筒 内 直 噴 エ ン ジ ン の 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 発 明 は 、 燃 料 を イ ン ジ ェ ク タ に よ っ て 気 筒 内 に 直 接 噴 射 し て か ら 点 火 プ ラ グ で 着 火  
す る 筒 内 直 噴 エ ン ジ ン の 制 御 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】

請求項の数　2　（全7頁）　最終頁に続く
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　 燃 料 を 筒 内 に 直 接 噴 射 す る ガ ソ リ ン エ ン ジ ン （ 直 噴 式 エ ン ジ ン ） は 、 リ ー ン バ ー ン に 対  
応 で き て 燃 費 が よ い 利 点 や 、 燃 料 の 気 化 熱 を 利 用 し て 筒 内 を 冷 却 で き る 利 点 な ど が あ り 、  
実 際 に 使 用 さ れ て い る 。 し か し 、 直 噴 式 エ ン ジ ン は 、 新 気 と 燃 料 と の 混 合 時 間 が 短 い た め  
、 燃 料 の 気 化 が 不 完 全 に な り や す い 問 題 が 残 っ て い る 。 特 に 、 機 関 及 び 新 気 の 温 度 が 低 い  
低 温 環 境 下 で の 暖 機 運 転 時 に は 気 化 が 不 完 全 に な り や す い た め 、 失 火 や 排 気 ガ ス の 成 分 悪  
化 等 の 弊 害 が 現 れ や す い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 特 に 暖 機 運 転 時 に お け る 燃 料 の 気 化 を 促 進 す る 手 段 と し て 、 排 気 ガ ス の 一 部 を  
気 筒 内 に 残 し て 、 排 気 ガ ス の 熱 を 利 用 し て 燃 料 の 気 化 を 促 進 す る こ と が 考 え ら れ て い る 。  
そ の 例 と し て 特 許 文 献 １ に は 、 排 気 行 程 に お い て 排 気 ガ ス が 排 出 さ れ き る 前 に 排 気 バ ル ブ  
を 早 閉 じ す る こ と に よ っ て 気 筒 内 に 排 気 ガ ス を 残 し つ つ 、 排 気 バ ル ブ が 閉 じ て か ら 吸 気 バ  
ル ブ が 開 く ま で の 間 に 燃 料 の 全 部 又 は 大 部 分 を 噴 射 す る こ と に よ り 、 燃 料 の 気 化 を 促 進 し  
て Ｐ Ｍ の 発 生 を 抑 制 す る こ と が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ４ － ６ ６ ２ ２ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 排 気 ガ ス の 一 部 を 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス と し て 気 筒 内 に 残 す も の で あ り 、 燃 料  
の 気 化 促 進 の 効 果 は 高 い と 云 え る が 、 燃 料 を い っ た ん 排 気 ガ ス に 分 散 さ せ て か ら 、 排 気 ガ  
ス と 新 気 （ 空 気 ） と を 混 合 さ せ る も の で あ る た め 、 新 気 と 燃 料 と の 混 合 性 が 十 分 に 担 保 さ  
れ る か 否 か は 不 明 で あ り 、 従 っ て 、 燃 焼 の 安 定 性 と い う 面 で 不 安 が 残 る と 思 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ て 、 排 気 ガ ス の 一 部 を 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ と し て 残 す と 充 填 効 率 は 低 下 す る が 、 特 許 文 献 １ で  
は 、 燃 料 の 全 部 又 は 大 部 分 を 噴 射 し 終 え て か ら 吸 気 バ ル ブ を 開 く も の で あ る た め 、 吸 気 バ  
ル ブ の 開 き タ イ ミ ン グ は 通 常 よ り も か な り 遅 く な ら ざ る を 得 ず 、 す る と 、 新 気 の 吸 気 量 も  
少 な く な ら ざ る を 得 な い 。 従 っ て 、 充 填 効 率 が 益 々 低 下 し て 、 出 力 の 低 下 や 失 火 が 発 生 し  
や す く な る と 懸 念 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 願 発 明 は こ の よ う な 現 状 を 契 機 に 成 さ れ た も の で あ り 、 排 気 ガ ス の 一 部 を 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ  
と し て 気 筒 内 に 残 し て 燃 料 の 気 化 を 促 進 す る 点 は 特 許 文 献 １ と 軌 を 一 に し つ つ 、 充 填 効 率  
低 下 等 の 問 題 が 生 じ な い よ う に す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 願 発 明 の 直 噴 式 エ ン ジ ン は 、 請 求 項 １ の と お り 、
「 開 閉 タ イ ミ ン グ を 制 御 で き る 吸 気 バ ル ブ 及 び 排 気 バ ル ブ と 、 気 筒 内 に 向 け て 燃 料 を 噴 射  
す る イ ン ジ ェ ク タ と を 備 え た 筒 内 直 噴 エ ン ジ ン の 冷 機 条 件 に お い て 、
　 排 気 行 程 の 終 期 に 、 前 記 排 気 バ ル ブ は 閉 じ て 吸 気 バ ル ブ が 開 い た 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ 生 成 領 域 を  
有 し て お り 、 前 記 排 気 バ ル ブ が 閉 じ た 状 態 で 前 記 吸 気 バ ル ブ が 開 き 始 め る と 同 時 に 前 記 イ  
ン ジ ェ ク タ に よ る 燃 料 噴 射 が 始 ま る よ う に 制 御 さ れ る 」
と い う 構 成 （ 制 御 態 様 ） に な っ て い る 。
本 願 発 明 は 、 請 求 項 ２ の と お り 、
「 前 記 排 気 バ ル ブ が 閉 じ き る の と 同 時 に 前 記 吸 気 バ ル ブ が 開 き 始 め て 、 前 記 イ ン ジ ェ ク タ  
に よ る 燃 料 の 噴 射 が 、 連 続 し た 状 態 で か つ 全 量 又 は 大 部 分 の 噴 射 が 前 記 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ 生 成 領  
域 に お い て 行 わ れ る よ う に 制 御 さ れ る 」
と い う 構 成 も 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 願 発 明 に お い て 、 排 気 バ ル ブ の 閉 じ タ イ ミ ン グ と 吸 気 バ ル ブ の 開 き タ イ ミ ン グ と は 必  
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ず し も 同 じ で あ る 必 要 は な く 、 ピ ス ト ン が 上 死 点 に 至 る 前 の 状 態 で 、 排 気 バ ル ブ は 閉 じ て  
吸 気 バ ル ブ が 開 い て い た ら よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 願 発 明 で は 、 排 気 行 程 の 終 期 の 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ 生 成 領 域 に 排 気 ガ ス が 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス と し  
て 気 筒 内 に 残 り 、 こ の 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス に 燃 料 が 噴 射 さ れ る こ と に よ り 、 燃 料 の 気 化 が 大 幅  
に 促 進 さ れ る 。 そ し て 、 本 願 発 明 で は 、 排 気 行 程 の 終 期 に 吸 気 バ ル ブ が 開 く が 、 気 筒 内 は  
正 圧 に な っ て い る た め 、 吸 気 バ ル ブ の 開 き に よ り 、 気 化 し た 燃 料 と 混 合 し た 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ  
ス が 吸 気 ポ ー ト に 吹 き 返 さ れ て 、 吸 気 ポ ー ト の 内 部 に お い て 、 新 気 と 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス と 気  
化 燃 料 と が 混 合 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 新 気 の 一 部 と 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス と 燃 料 と の 混 合 体 は 、 ピ ス ト ン が 上 死 点 を 越 え て  
吸 気 行 程 に 至 る と 、 吸 気 ポ ー ト か ら 気 筒 に 吹 き 戻 さ れ て 、 気 筒 内 で 新 た な 新 気 と 混 合 し て  
い く 。 従 っ て 、 燃 料 と 新 気 と の 混 合 性 を 格 段 に 向 上 さ せ て 、 燃 料 が リ ー ン 気 味 で あ っ て も  
安 定 し た 燃 焼 を 実 現 で き る 。 ま た 、 排 気 行 程 の 終 期 に 吸 気 バ ル ブ を 開 く も の で あ る た め 、  
新 気 の 供 給 量 を 増 大 さ せ て 充 填 効 率 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 更 に 、 吸 気 行 程 で は 、 燃 料 と 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス と 新 気 と の 混 合 体 が 、 新 た な 新 気 に 乗 っ て  
タ ン ブ ル 流 を 生 成 し な が ら 気 筒 内 に 流 入 す る た め 、 燃 料 及 び 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス と 新 気 と の 混  
合 性 は 更 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 結 局 、 本 願 発 明 で は 、 燃 料 の 気 化 （ 霧 化 ） を 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス に よ っ て 促 進 で き る こ と 、  
吸 気 量 を 増 大 さ せ て 充 填 効 率 を 向 上 で き る こ と 、 吸 気 ポ ー ト へ の 吹 き 返 し を 利 用 し て 新 気  
と 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス と 燃 料 と の 混 合 性 を 向 上 で き る こ と 、 及 び 、 タ ン ブ ル 流 を 利 用 し て 更 に  
燃 料 及 び 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス と 新 気 と の 混 合 性 を 向 上 で き る こ と が 相 ま っ て 、 燃 料 が リ ー ン 気  
味 で あ っ て も 、 安 定 し た 状 態 で 完 全 燃 焼 を 実 現 で き る 。 従 っ て 、 高 い 信 頼 性 を 維 持 し つ つ  
、 排 気 ガ ス の 成 分 悪 化 を 防 止 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 を 示 す 図 で 、 （ Ａ ） は 一 部 の 方 向 を 変 え て 見 た 要 部 の 縦 断 面 図 で あ り （  
Ｂ ） の Ａ － Ａ 視 断 面 図 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） の Ｂ － Ｂ 視 底 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） は 排 気 行 程 に お い て 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ 生 成 領 域 に 移 行 す る 前 の 状 態 で の 縦 断 面 図  
、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） の 位 置 で の バ ル ブ 及 び イ ン ジ ェ ク タ の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ Ａ ） は 排 気 行 程 に お け る 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ 生 成 領 域 で の 縦 断 面 図 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） の  
位 置 で の バ ル ブ 及 び イ ン ジ ェ ク タ の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ Ａ ） は 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ 生 成 領 域 を 経 過 し て 吸 気 行 程 に 移 行 し た 後 の 状 態 の 縦 断 面 図  
、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） の 位 置 で の バ ル ブ 及 び イ ン ジ ェ ク タ の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ( 1 ) . 構 造 の 説 明
　 次 に 、 本 願 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 エ ン ジ ン は ４ サ イ ク ル 多 気 筒 の  
直 噴 式 で あ り 、 従 来 と 同 様 に 、 機 関 本 体 は 、 ク ラ ン ク 軸 線 方 向 に 複 数 の 気 筒 ２ が 並 ん で 形  
成 さ れ た シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク １ と 、 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク １ の 頂 面 に ガ ス ケ ッ ト ３ を 介 し て 固 定  
さ れ た シ リ ン ダ ヘ ッ ド ４ と を 備 え て い る 。 当 然 な が ら 、 気 筒 ２ に は ピ ス ト ン ５ が 摺 動 自 在  
に 嵌 ま っ て い る 。 ピ ス ト ン ５ の 頂 面 に は 、 燃 焼 室 を 構 成 す る 凹 所 ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 シ リ ン ダ ヘ ッ ド ４ に は 、 気 筒 ２ に 向 け て 開 口 し た 一 対 ず つ の 吸 気 ポ ー ト ７ 及 び 排 気 ポ ー  
ト ８ が 形 成 さ れ て お り 、 吸 気 ポ ー ト ７ は 吸 気 バ ル ブ ９ で 開 閉 さ れ て 、 排 気 ポ ー ト ８ は 排 気  
バ ル ブ １ ０ で 開 閉 さ れ る 。 シ リ ン ダ ヘ ッ ド ４ の 下 面 の う ち 気 筒 ２ の 中 心 に 位 置 し た 部 位 に  
は 、 燃 料 を 気 筒 ２ に 向 け て （ ピ ス ト ン ５ の 凹 所 ６ に 向 け て ） 噴 射 す る イ ン ジ ェ ク タ １ １ が  
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配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド ４ の 下 面 の う ち 気 筒 ２ の 中 心 か ら 外 れ た 部 位 に 、  
点 火 プ ラ グ １ ２ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 吸 気 バ ル ブ ９ 及 び 排 気 バ ル ブ １ ０ は 、 そ れ ぞ れ 図 示 し な い Ｖ Ｖ Ｔ 装 置 （ バ ル ブ タ イ ミ ン  
グ 可 変 装 置 ） に よ っ て 開 閉 タ イ ミ ン グ を 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ ～ ４ の 各 分 図 （ Ｂ ） で 、 吸 気 バ ル ブ ９ と 排 気 バ ル ブ １ ０ と の 開 閉 領 域 を 表 示 し て い  
る 。 吸 気 バ ル ブ ９ は 、 ピ ス ト ン ５ が 上 死 点 に 至 る よ り も 前 の 段 階 （ す な わ ち 排 気 行 程 の 終  
期 ） に 開 き 初 め て 、 下 死 点 を 越 え て か ら 閉 じ る よ う に な っ て い る 。 従 っ て 、 圧 縮 行 程 の 初  
期 段 階 で も 吸 気 バ ル ブ ９ は 開 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 他 方 、 排 気 バ ル ブ １ ０ は 、 膨 張 行 程 の 終 期 で 開 き 始 め て 、 排 気 行 程 に お い て ピ ス ト ン ５  
が 上 死 点 に 至 る よ り も 少 し 前 の 段 階 で 閉 じ る よ う に な っ て い る 。 従 っ て 、 排 気 ガ ス 一 部 が  
気 筒 ２ の 内 部 に 残 る 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ 生 成 領 域 が 存 在 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 図 ２ ～ ４ の 各 分 図 （ Ｂ ） で は 、 排 気 バ ル ブ １ ０ と 吸 気 バ ル ブ ９ と が 共 に 開 い て い  
る 状 態 が あ る よ う に 見 え る が 、 こ れ は 、 吸 気 行 程 と 圧 縮 行 程 、 膨 張 行 程 は 排 気 行 程 を 一 緒  
に 表 示 し た た め で あ り 、 実 際 に は 、 吸 気 バ ル ブ ９ と 排 気 バ ル ブ １ ０ と が 共 に 開 い て い る オ  
ー バ ー ラ ッ プ 領 域 は 存 在 し な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ( 2 ) . 制 御 態 様
　 図 ２ で は 、 排 気 行 程 の 終 期 で 排 気 バ ル ブ １ ０ が 開 い て い る 状 態 を 示 し て お り 、 吸 気 バ ル  
ブ ９ は 閉 じ て い る 。 他 方 、 図 ３ で は 、 排 気 行 程 に お い て 、 排 気 バ ル ブ １ ０ が 閉 じ て 吸 気 バ  
ル ブ ９ が 開 い た 状 態 を 示 し て お り 、 ピ ス ト ン ５ が 上 死 点 に 至 る 前 に 排 気 バ ル ブ １ ０ が 閉 じ  
る た め 、 排 気 ガ ス の 一 部 が 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス と し て 気 筒 ２ の 内 部 に 残 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 機 関 温 度 が 低 い 冷 機 条 件 で の 暖 機 運 転 時 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 排 気 バ ル ブ  
１ ０ が 閉 じ る の と 同 時 に 、 吸 気 バ ル ブ ９ が 開 き 始 め て イ ン ジ ェ ク タ １ １ に よ る 燃 料 噴 射 が  
開 始 す る 。 す る と 、 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス と 燃 料 と が 混 合 し 、 燃 料 は 高 温 の 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス に よ  
っ て 瞬 時 に 気 化 す る 。 そ し て 、 こ の 状 態 で は 気 筒 ２ の 内 部 は 加 圧 さ れ て い る た め 、 気 化 燃  
料 が 混 ざ っ た 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス は 吸 気 ポ ー ト ７ に 吹 き 返 さ れ て 、 吸 気 ポ ー ト ７ の 内 部 で 、 新  
気 の 一 部 と 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス と 燃 料 と の 三 者 が 混 ざ り 合 っ た 混 合 体 が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ピ ス ト ン ５ が 上 死 点 を 越 え て 吸 気 行 程 に 至 る と 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 吸 気 ポ ー ト ７ で 生  
成 さ れ た 混 合 体 は 、 新 た に 送 ら れ た 新 気 と 混 合 し つ つ 気 筒 ２ に 吹 き 戻 さ れ る が 、 気 筒 ２ で  
は タ ン ブ ル 流 １ ３ が 生 成 さ れ る た め 、 新 気 と 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス と 燃 料 と の 混 合 性 は 更 に 向 上  
す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 つ ま り 、 燃 料 及 び 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス は 、 吸 気 ポ ー ト ７ で の 混 合 と 、 気 筒 ２ で の タ ン ブ ル 流  
を 利 用 し た 混 合 と の ２ 段 階 で 新 気 と 混 合 さ れ る た め 、 気 化 燃 料 と 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス と 新 気 と  
の 三 者 の 混 合 性 を 格 段 に 向 上 で き る 。 そ の 結 果 、 燃 料 が リ ー ン 気 味 の 暖 機 運 転 で あ っ て も  
、 安 定 し た 燃 焼 を 実 現 で き る 。 こ れ に よ り 、 高 い 信 頼 性 を 維 持 し つ つ 、 出 力 の 維 持 と 排 気  
ガ ス の 成 分 悪 化 と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 混 合 性 に つ い て 更 に 述 べ る と 、 気 化 し た 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス が 吸 気 ポ ー ト ７ に 吹 き 返 さ れ る  
過 程 で 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス に 流 れ が 発 生 す る た め 、 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス と 気 化 燃 料 と の 混 合 性 は 更  
に 向 上 す る （ 吸 気 バ ル ブ ９ へ の 接 触 や 吸 気 ポ ー ト ７ の 開 口 縁 へ の 接 触 に よ っ て 流 れ が 大 き  
く 乱 れ る た め 、 燃 料 と 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス と の 混 合 性 は 更 に 向 上 す る 。 ） 。 こ の 面 で も 、 燃 料  
と 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス と 新 気 と の 混 合 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 そ し て 、 排 気 行 程 に お い て 吸 気 バ ル ブ ９ を 開 く も の で あ る た め 、 吸 気 量 を 増 大 さ せ て 充  
填 効 率 を 向 上 で き る 。 更 に 、 新 気 が 吸 気 ポ ー ト ７ に お い て も 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス に よ っ て 加 温  
さ れ る た め 、 燃 料 の 着 火 性 も 格 段 に 向 上 す る 。 ま た 、 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ ガ ス に よ っ て 吸 気 ポ ー ト  
７ の 内 面 が 加 温 さ れ る こ と に よ る 新 気 の 早 期 昇 温 効 果 も あ り 、 こ の 点 も 着 火 性 の 向 上 に 貢  
献 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 イ ン ジ ェ ク タ １ １ に よ る 燃 料 の 噴 射 制 御 と し て は 、 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ 生 成 領 域 に お い て 燃 料 の  
全 体 を 噴 射 し て も よ い し 、 図 ３ （ Ｂ ） に 一 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、 燃 料 噴 射 を 吸 気 行 程 に 跨  
が ら せ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 バ ル ブ 可 変 リ フ ト 装 置 を 備 え て い る 場 合 は 、 バ ル ブ の リ フ ト 量 と 開 閉 タ イ ミ ン グ と を 合  
わ せ て 制 御 す る こ と も 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ 生 成 領 域 で は 吸 気 バ ル ブ ９ の リ フ  
ト 量 を 少 な く す る 制 御 が 可 能 で あ り 、 こ の 場 合 は 、 ピ ス ト ン ５ の 凹 所 ６ の 深 さ を で き る だ  
け 小 さ く し て 圧 縮 比 を 高 め つ つ 、 内 部 Ｅ Ｇ Ｒ 生 成 領 域 で の 吸 気 バ ル ブ ９ と ピ ス ト ン ５ と の  
衝 突 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 、 本 願 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 し た が 、 本 願 発 明 は 他 に も 様 々 に 具 体 化 で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 願 発 明 は 、 実 際 に 直 噴 式 エ ン ジ ン に 具 体 化 で き る 。 従 っ て 、 産 業 上 利 用 で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 １   シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク
　 　 ２   気 筒
　 　 ４   シ リ ン ダ ヘ ッ ド
　 　 ５   ピ ス ト ン
　 　 ７   吸 気 ポ ー ト
　 　 ８   排 気 ポ ー ト
　 　 ９   吸 気 バ ル ブ
　 １ ０   排 気 バ ル ブ
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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